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★「都南つどいの森」の案内板を目印にお越しください★ 

 

 

○利用案内 

 

開館時間  

午前９時から 

午後４時まで 

 

入館料   

無 料 

 

休館日   

月曜日 

（休日に当たると

きは、直近の平日）、

年末年始 

錦絵 皇太后宮様皇后宮様紅葉御遊覧之図 

歌川房種（桜斎房種） <生没年不詳> 
明治期  画工 村井静馬 / 版元 浦野淺右エ門 

歌川房種は，歌川国貞（三代目豊国）の門人歌川貞房の

弟子にあたる。本名を村井静馬といい，安政から明治30

年（1897）頃までの作画が確認されている。 



収蔵資料展「書物の世界」終了報告 
 

 都南歴史民俗資料館では，令和３年６月 19日（土）～８月 29日（日）の期間，収蔵資料展「書物の世

界」を開催いたしました（８月 24日以降は新型コロナウイルス感染症対策のため臨時休館）。 

 その中から版本と写本についてご紹介します。 

１ 版本・写本とは 

 版本（刊本）とは，印刷された本を指します。 

対して，写本とは手書きされた本や文書を指します。「写」の字の通り他者の著作物を引き写したコ

ピーのことですが，オリジナルでも筆者自らが手書きした場合，写本と呼ばれます。 

２ 版本と写本の歴史 

 日本で最初の書物として，615年に筆写された『法華義疏
ほ っ け ぎ し ょ

』が挙げられます。聖徳太子自筆とされて

いますが，否定的な見解もあり，はっきりしません。最初期の書物は，『法華義疏』のように経典を書

き写したものや，国を治めるうえで必要な文書や戸籍でした。 

お経を写すことは善事と考えられ，功徳を積むため天平６年（734）に写経司（のち写経所）という

官庁も設けられました。能筆の者を官吏として採用し，教典などを書き写させました。 

印刷技術は古くからありましたが，広く用いられるようになったのは近世以降です。世が治まり生

活が安定してくると，町衆の間でも文化活動が盛んになりました。読者が増加し印刷の需要も高まっ

たため，整版印刷により出版された書物すなわち版本が一般にも流通するようになりました。 

版本が普及したとはいえ，流通する数は決して多くありませんでした。そのため本を借りて書き写

すことが盛んに行われました。当館の資料にも数多くの写本が収められています。書物が貴重品だっ

た当時，写本の価値は版本に劣るものではなく，丁寧に装幀され大切に扱われました。 

３ 写本と版本の例―都南歴史民俗資料館の資料より― 

(1) 改算記
かいさんき

 

  『改算記』は万治２年（1659）に山田正重が著した和算書です。書名は，既刊の和算書『塵劫記
じんこうき

』

などの誤りを正すという意味です。『塵劫記』に並ぶほど流行したため，『改算記大成』『改算塵劫記』

など「改算」を付した本が多く出版されました。 

  当館には『改算記』関連書物が３冊収められています。 
 

①〈亀井算開平法〉 

増益改算記 
②（題名なし） ③新改算記 

版本（文金堂蔵版） 写本 版本 

作者・年代不明 

書名は不明だが， 

内容から改算記 

関連本とみられる 

作者・年代不明 

旧蔵者：西見前 旧蔵者：永井 旧蔵者：西見前 
  

②の写本は，内容やレイアウトがまるで①の版本『増益改算記』を

見て書き写したかのように酷似しています。しかし僅かに差異が見受

けられるため，断定することはできません。②の元になった書物が『増

益改算記』なのか，改算記を題名に掲げるほかの書物なのか，判断す

るには検討を重ねる必要があります。 
①『増益改算記』 見返し 



①『増益改算記』（版本）             ②写本 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

①『増益改算記』（版本）             ②写本 

 

 

 

 

 

 

 (2) 大平東国堅秘録 

 

 

 

 (2) 大平（太平）東国堅秘録 

   『大平東国堅秘録』は 11代藩主南部利敬のときに盛岡藩が十万石から二十万石に高直しされた

経緯を記した書物です。しかし，その内容は史実ではなく創作であると考えられています。 

   当館には同書の写本が３冊収められています。内容の真偽や是非はともかく，かつての都南地区

でよく読まれていたことがうかがえます。 

                               

文字だけでなく，図やレイアウト，装飾まで忠実に書き写しています。 

右側のしゃがんでいる人物は，①版本では男性ですが，②写本では女性になっています。 

『東国大平賢秘録』写  
旧蔵者居住地域は永井だ

が，「徳田通徳田村 川

村仁左衞門」の蔵書印が

あり，この書物の来歴を

うかがわせる。 

『大平東国堅秘録』写 
旧蔵者居住地域は西見前 

『大平国堅秘録』写 
旧蔵者居住地域は飯岡新田 

題名・本文ともに

それぞれ少しずつ

異なっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
者
・
神
職
と
し
て
貢
献
し
た
宮
崎

み
や
ざ
き

求
馬

も

と

め

は
、
嘉
永
五
年
（
一
八

五
二
）
十
二
月
二
十
七
日
に
宮
崎
祐す

け

道み
ち

の
長
男
と
し
て
見
前
に
生
ま
れ

た
。
宮
崎
家
の
先
祖
は
中
世
の
頃
尾
去
沢
鉱
山
（
秋
田
県
）
か
ら
修
験

者
と
し
て
移
住
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
西
見
前
の
北
野
神
社
の
別
当

を
代
々
つ
と
め
た
家
系
で
あ
る
。 

藩
校
作
人
館
（
の
ち
盛
岡
県
学
校
）
や
漢
学
者
太
田
代
恒
徳

つ
ね
の
り

の
家
塾

な
ど
で
学
ん
だ
の
ち
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
創
立
さ
れ
た
小
学

校
（
現
在
の
盛
岡
市
立
見
前
小
学
校
）
の
仮
教
師
と
な
っ
た
。
学
制
に

基
づ
き
全
国
で
次
々
に
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
当
時
、
校
舎
を
新
築
す

る
費
用
は
な
く
多
く
が
既
存
の
建
物
に
間
借
り
し
開
校
し
た
。
見
前
で

は
求
馬
の
自
宅
が
校
舎
と
し
て
借
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、「
宮
崎
学
校
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
。 

そ
の
後
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
ま
で
教
師
、
訓
導
と
し
て
約
四
十

年
教
育
に
力
を
尽
く
し
た
。
勤
続
満
四
十
周
年
を
迎
え
た
年
に
教
え
子

達
が
石
柱
の
校
門
※

を
建
立
し
て
謝
恩
の
意
を
表
し
た
こ
と
か
ら
も
、

敬
慕
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 
 
 

 
 

退
職
の
翌
年
、
大
正
天
皇
即
位
の
大
典
を
記
念
し
、
求
馬
は
私
設
図

書
館
「
宮
崎
文
庫
」
を
公
開
し
た
。
認
可
を
得
て
自
宅
の
一
角
を
開
放

し
た
も
の
で
、
膨
大
な
蔵
書
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
た
。
求
馬
の
蔵
書

数
は
後
の
研
究
で
八
千
点
以
上
に
の
ぼ
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
中
に

は
絶
版
と
な
っ
た
も
の
、
中
世
文
書
な
ど
歴
史
上
貴
重
な
文
献
も
多
く

含
ま
れ
て
い
た
。 

※
こ
の
と
き
校
舎
は
現
在
地
に
新
築
移
転
し
て
お
り
、
門
柱
は
同
校
に
現
存
す
る
。 
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県指定有形文化財 工芸品 

 

金小札
き ん こ ざ ね

茶糸縅
ちゃいとおどし

二枚
に ま い

胴
どう

具足
ぐ そ く

 付
つけたり

 鎧
よろい

櫃
びつ

 

所蔵ならびに写真提供：岩手県立博物館 
 

盛岡藩４代藩主南部重信所用の実戦用具足とい

われています。文政 13年（1830）の『御
ご

宝蔵
ほうぞう

御
おん

具足
ぐ そ く

帳
ちょう

』で筆頭にあげられており，当時南部家が所蔵

する最古の具足であったと考えられています。 

江戸前期の盛岡藩の豊富な産金を物語るよう

に，2,500枚を超える小札すべてに鍍金
と き ん

がされて

います。縅
おどし

糸
いと

の表面は退色していますが，裏面に

は本来の茶糸の色が残っています。前立
まえたて

は高さ

55cmもある鳥毛がつけられていますが，ほかに勝
かち

虫
むし

（トンボ）の前立も伝えられています。 
 

参考文献：盛岡市教育委員会『もりおかの文化財』(2008) 
       岩手県立博物館デジタルアーカイブ 
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【 種 痘
し ゅ と う

証 】  

かつて怖れられた感染症のひとつに天然痘（疱
ほう

瘡
そう

）がある。その治療法として確立されたのが「種

痘」という予防接種の技法である。 

本資料は明治 10年（1877）に湯沢村（現盛岡市

湯沢）の 13歳男児が種痘を受けた証明書である。 

種痘医は片寄村（現紫波町）の細川玄達である。

玄達は花巻の出身で旧名を小野寺覚蔵といい，片寄

村の医師細川玄貞の養子となった。盛岡県学校から

内科と外科の療治免許状を交付されたのち，盛岡の

平塚重晴から種痘術を修得し，明治８年（1875）に

岩手県から種痘開業医の免許状を受けた。 

昭和 55年（1980），ＷＨＯは天然痘ウイルスの

世界根絶宣言を行った。世界中の歴代の医師らが尽

力した結果であり，玄達もその１人である。 
 

参考文献：紫波町史編さん委員会『紫波町史』紫波町，1984 

 


